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プロフィール

氏名：多田伸志（ただしんじ）

肩書：NPO法人岡山マインド「こころ」代表理事
一般社団法人 お互いさま・まびラボ 副代表理事

経歴：1960年広島県尾道市生まれ。
長崎大学水産学部卒業後、真備町にある24時間全開放病棟のまきび病院に相談員として勤務。
2002年3月、心の「病」を抱えた当事者・家族の方々が
安心して生活できる支援体制とやさしい地域づくりを目的に
仲間たちとNPO法人岡山マインド「こころ」を設立。
2011年5月、グループホームと地ビール醸造所・ビアホールを立ち上げる。
平成30年西日本豪雨では、施設が被災。
その後、復旧した施設をボランティアセンターとして開放し、支援を始める。
被災したまちへの支援金を集めるために、真備町復興プロジェクト「一緒にやろう！」の立ち上げ。
真備地域の医療・福祉団体で構成する真備地区関係機関・事業所等連絡会「真備連絡会」の一員として
同年11月には、連絡会が運営する復興を支援する拠点「お互いさまセンターまび」をオープン。
電話相談、町内の「移動支援」「生活支援」や真備町公民館駐車場での住民交流会を毎月開催。
2019年5月に被災したまちを支援するまちづくり会社「一般社団法人お互いさま・まびラボ」を設立。



共に、生きる 岡山マインド「こころ」

私たちは倉敷地域で暮らす、心の「病」を抱えた当事者・家族の
方々が安心して生活できる、支援体制とやさしい地域づくりを目的
に、平成１４年３月に設立したＮＰＯ法人です。
現在、私たちの活動には大きく二つの柱があります。一つは当事

者による自助・就労活動であり、精神障がいを抱えた私たちが自己
実現できる世界を作ることです。障害者として「隠すもの」「与え
られるだけ」の存在から、「仲間とともに」「ボチボチでも尊厳を
持って」、自分たちの暮らしを作りながらゆっくりと活動していま
す。安心して暮らせる拠点作りと、働きたい人には「障害年金プラ
ス５万円」を目標に、まずは自分たちで就労の場作りを目指してい
ます。







価値観

ありのまま、自由であること

半径30ｃｍの幸せ

多様性



価値観を表すエピソード

ありのまま、自由であること

グループホームを作るために
説明会を行ったが

地域の中で反対運動が起こった

「よそ者から地域住民に」

当事者たちの自立
仲間同士での共助

「隠さず外に出る」

・地域の人たちと一緒に毎年溝掃除
・環境委員さんと花壇植え替え
・地域のイベントに出て行く
・音楽コンサートを行う

「どんな人間で何をしているのか
知ってもらうことが大事だ！」



価値観を表すエピソード

多様性

教員であり活動家である
父親の色んな知り合いが
家に居候していた
(部落解放運動に取り組む)

多様な変化を受け入れることが
自信に繋がる

父親や一色先生の
何かを変えようとしていること
に共感し、追いかけていた

「お前たちが新しいものを作れ」
「外へ出て、精神医療では出来ないことを作れ。」
「本気でやれ、失敗した時は責任を取ってやる」



今力を入れている事

・真備町の復興
・新しい実験（世代交代）
・地域包括ケアシステム
・要支援者が置いてけぼりにならないまちづくり



次世代のリーダーへ提供できる物

・経験、体験の場を共有すること
・仲間づくりの応援がしたい



次世代のリーダーへのメッセージ

・自主性権利を取り戻してほしい、
そのための仲間づくりを。

・体験を重ねること


